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神奈川転倒・腰痛災害防止大会を開催します 

～開催場所は横浜市西区の西公会堂です～ 

 

 神奈川労働局と横浜市内の４労働基準監督署（横浜南署、鶴見署、横浜北署、横浜西

署）は、神奈川産業保健総合支援センターとの共催、また、関東労災病院治療就労両立

支援センターからの協力により、労働災害のうち４割以上を占める転倒災害と腰痛災害

の防止の取組を進めるため、「神奈川転倒・腰痛災害防止大会」を令和６年２月５日（月）

に横浜市西区の西公会堂で開催することとしました。 

 なお、大会開催前には先着順にて骨密度測定体験も実施されます。 

 

【開催概要】 

１ 日  時  令和６年２月５日（月）14：00～16：30 頃まで 

         （骨密度測定体験は先着順で 13：00～14：00 まで） 

        

２ 会  場  横浜市 西公会堂（横浜市西区岡野１－６－41） 

 

３ 内  容  ・災害発生状況や健康確保対策（当局担当者）  

・転倒・腰痛災害防止対策等の事例発表（当局内の事業者） 

・毎日の食事で骨粗鬆症に備える方法、骨を強くする運動やその 

実演等の講義（関東労災病院治療就労両立支援センター医療職） 

・骨密度測定体験（大会開催前に事前申込により実施し、人数制限 

あり） 

 

 ４ 申込方法  大会に参加される場合は、別添１により専用ウェブサイトにアクセ 

        スして、お申し込みください。 

         骨密度測定体験に参加される場合には、別添１により神奈川労働局 

        安全課に電話にて直接お申し込みください（中高年の女性を推奨）。 

  

 ５ そ の 他  会場に駐車場はありませんので、公共交通機関のご利用をお願いし 

ます。 

令和５年12月25日 

【照会先】 

神奈川労働局 労働基準部 安全課  

課   長 千葉 幸則   

安全専門官 合田 勝彦   

（電話）045(211)7352 



別添資料 

別添１  申し込み方法について 

 

別添２  神奈川労働局管内における転倒・腰痛災害発生状況（令和４年） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取材申込 

神奈川労働局労働基準部安全課 

電話 045-211-7352（担当 合田
ご う だ

） 

E-mail:anzenka-kanagawakyoku@mhlw.go.jp 

 

mailto:anzenka-kanagawakyoku@mhlw.go.jp


 

【大会参加申し込み方法】 

 参加される場合は、令和６年１月 26 日（金）までに以下のＵＲＬまたは二次元コ

ードから専用ウェブサイトにアクセスし、お申し込みください。 

 なお、定員に達した時点で参加受付を終了させていただきます。 

①ＰＣからの申し込み 

https://www.roudoukyoku-setsumeikai.mhlw.go.jp/briefings/MjQ4Mw==/5fdf5fea27b341dab0f3f998e43b61ae 

（※または「労働局・労働基準監督署説明会等受付サイト」で検索し、トップ

ページから神奈川をクリック、その後日付順に並んだ一覧表において該当の説

明会をクリック願います。） 

②二次元コードからの申し込み 

 

 

 

 

 

【骨密度測定体験申し込み方法】（特に中高年の女性の体験を推奨いたします。） 

 先着 24 名までであり、神奈川労働局 安全課 「転倒・腰痛災害防止大会担当」

（045-211-7352：平日 8：30～17：15）まで電話にてお申し込みください。定員の場

合はご容赦ください。 

 骨密度測定体験は大会開催前の 13 時～14 時の間（15 分刻みで各時間帯６名まで）

に実施いたします。 

 申し込まれた方は、予定時間までにロビー（ホワイエ）にお越しください。その際

に簡単なアンケート（年齢、性別、睡眠時間等）へのご回答もお願いします。 

（※測定は右足踵で行いますので、素足になれるような服装でお願いいたします。） 

【西公会堂までの地図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地：横浜市西区岡野１－６－41 

別添１ 申し込み方法について 

https://www.roudoukyoku-setsumeikai.mhlw.go.jp/briefings/MjQ4Mw==/5fdf5fea27b341dab0f3f998e43b61ae
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図４ 令和４年の転倒災害被災者の休業見込
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図２ 令和４年の転倒災害業種別死傷者数
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別添２ 

 腰痛災害はここに

分類されます。 
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図５ 令和４年の転倒災害の男女別年齢別死傷者数
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図６ 令和４年の動作の反動・無理な動作業種別死傷者数
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図７ 令和４年の動作の反動・無理な動作年齢別死傷者数
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図８ 令和４年の動作の反動・無理な動作被災者の休業見込
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